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あ じ さ い

初 の 『 災 害 時 引 き 渡 し 訓 練 』
まだ５月というのに、時速 200Km の新幹線のスピードと同じくらいの風速 70m/秒という超大型台風２
号が近づいてきています。今、日本にどのくらい接近するのかわかりませんが、この台風のおかげで、5
月 29 日に北部九州に梅雨入りの宣言がありました。今年の梅雨はどんな梅雨になるのでしょうか？大きな
自然災害がなければいいのですが。
今や大きな自然災害はどこで起きてもおかしくないような気候となってきています。こうした状況を踏

まえ、緊急の災害時に、お子様を安全に、無事に保護者様に引き渡す訓練を、今年度初めて、6 月 16 日に
計画しました。実施の詳細、引き渡し等の手順については、コドモンでお知らせします。しっかり読んで
いただき、ご協力とご理解をお願いします。
初めてのことですので、いろいろな不手際があると思います。改めてアンケート等で課題や問題点等を

集約していき、これからの訓練や緊急時の対応をしていければと考えています。よろしくお願いします。

田 植 え や 小 動 物 と の ふ れ あ い 等 の 体 験 活 動
ここ数年コロナの感染症の流行や雨のために実施ができなかった、佐賀農業高校での「田植えや小動物

とのふれあい、農園探索」等の体験活動を、6月 7日(水)に行うことになりました。
年長児は当日、白石の佐賀農業高校で田植えの体験をします。どろどろの田んぼに入り、苗を植えます。

また、農業高校の果樹園の探検や飼育しているうさぎやプードル、モルモットなどの小動物と遊ぶ体験を
する予定です。秋には、自分たちが植えた稲の収穫、「稲刈り」のお手伝いを予定しています。
子どもたちの農業体験や自然とふれあう体験はとても貴重です。これからもたくさんの経験が積めるよ

う、教育・保育の工夫を行っていきたいと思います。

一 日 保 育 士 体 験 ( 誕 生 月 ) に つ い て
今年度より、保護者の皆様で希望される方に、お子様の誕生会の日に保育士体験をしていただく企画を
しました。保育士の実際を生で体験し、幼児教育の何が大切で、何が大変なのかなどを知っていただき、
これからの子育ての一助と思います。
今年度は準備等のため 4 月の誕生会では実施できませんでしたが、5 月の誕生会(31 日）で初めて実施し

ました。まだまだやり方や体験の仕方など課題はあると思いますが、順次改善を行い、貴重で有意義ある
保育士体験となるようにしていきたいと思います。ご協力よろしくお願いします。

「 む ご い 教 育 」 と い う お 話 (徳川家康の話)
今年の NHK大河ドラマ「どうする家康」をご覧になっていますか。松潤が気弱で、迷いまくる家康を演

じています。江戸幕府を開いた徳川家康を知らない人はいないと思います。これはその家康の幼少期のお
話です。
家康は幼少の頃に駿河の戦国大名、今川義元の人質になっていました。義元は家来に対して、幼い家康

に「むごい教育」をするように厳しく命じました。しばらく経った後、義元は家来を呼び、「どのような様
子か？」と訊ねました。家来は待ってましたとばかりに答えます。
「はい、早朝から起こし、鍛錬をさせ、食事は粗食を与え、昼は馬術や剣術に励ませ、夜は学問をさせ、
厳しく教育しております。」報告を聞いた義元は、烈火の如く怒りました。
家来は、「むごい教育」とはどのようにすればよいのかを義元に尋ねたところ、義元は次のように答えた

のです。
『寒いときには暖かくしてやれ。暑いときには涼しくしてやれ。空腹の時には美味しいものを与えてやれ。
欲しがるものがあれば何でもすぐに与えてやれ・・・・・そうすれば、大抵の子どもは我がままになり、
使いものにならなくなるだろう。』おそらく、これは家康の偉大さを誇示するためのストーリーかもしれ

ません。でも、実際に義元が示したような教育を子どもたちに積み重ねていけば、その子は人間として堕
落の道を歩むことになるかもしれません。
必要以上の干渉（甘やかし）は、せっかく潜在している子どもの能力開花が遅れるそうです。良かれと

思ってしていることが、知らず知らずのうちに「むごい教育」になっていたら悲しいことです。
幼児期においては、まだまだいっぱいの愛情が欲しい時期であり、必要な時期だと思います。いっぱい

子どもを抱きしめ、いっぱい一緒に遊び、いっぱい子どもとの時間を作ってください。『愛情』のはき違い
さえしなければ「むごい教育」にはならないと思います。今後の子育ての参考や糧になれば幸いだと思い、
昔のお話を紹介しました。

お 知 ら せ （ 職 員 の 人 事 に つ い て ）
本年度、年長学年さくらんぼ担当の森永侑花保育教諭が、結婚のため佐賀を離れることになり、6 月 30
日付で、年度途中ではありますが退職をすることになりました。
ふたばこども園には 5 年 3 ヶ月の勤務でした。在任中は、保護者の皆様には色々とお世話になり、あり

がとうございました。


